
受付日 質問事項 回答内容 資料名

2013/4/25

植苗の旧地番を知りたい。
現在の地図でどこになるか。

地番：植苗村植苗南７線西8号

明治の地番図の所蔵はなし。
質問の地番そのものは発見できなかった
が、似た地番を昭和18年頃発行の地図で発
見する。
苫小牧東インター付近の、地区に該当する
と推測する。

「勇拂郡苫小牧町字地番整理調書」
「勇拂郡苫小牧町字地番整理図」
「植苗美沢のあゆみ」　（HT 211.7 ｳ）

2013/5/15
第二次大戦で苫小牧に艦砲射撃が
あった日の正確な日付を知りたい。

艦砲射撃があったのは1945（昭和20）年7月
31日。
空襲があったのは、1945年７月14・15日。

「語り継ぐ北海道空襲」（H211/ｶ）空襲についての
記述
「郷土の研究4」(HT211.7/ｷ/4)空襲・艦砲射撃の記
述
「苫小牧市年表」（HT211.7/ﾄ）

2013/5/19
知里真志保が高橋房次について随筆
を書いていたようだが、資料名を知りた
い。

「和人は舟を食う」に収録されている「生きて
いるコタンの銅像―アイヌの慈父・高橋房次
―」と判明。

「和人は舟を食う」（H389.1/ﾜ）

2013/5/21
苫小牧市錦岡のマッカ沼に苫小牧市
のマークがあるのだけれど、いつどうし
てできたのか。

昭和39年から北海道興産がマッカ沼開発を
進め、その事業の一環で釣堀として作られ
た。
その後、北海道興産が倒産し、開発工事は
中断されてしまった。
2013年現在は行ける道もないようである。

「地名とまこまい」(HT291.17/ﾁ)

2013/6/29
美空ひばりの生まれ年と兄弟の数が知
りたい。

生年月日は昭和12（1937）年5月29日。

兄弟の数がはっきり書かれた資料がないた
め自伝を紹介。
記載では弟2人、妹1人。

「芸能人物事典」(770.3/ｹ）ｐ550
「現代日本朝日人物事典」(281.0/ｹﾞ）ｐ1547
「姉・美空ひばりの遺言」（767.8/ｱ）一般など

2013/7/11
苫小牧の西地区の公園などが載った
資料はあるか。

直接的に紹介されている資料がないため、
市内地図、胆振見聞録、暮らしのガイドなど
を紹介した。

「胆振見聞録２００９年春号VOL.20」（290/ｲ）
「苫小牧市の公園緑地」（HT629.3/ﾄ/2007）
「とまこまい暮らしのガイド２０１３」(HT318.2/ﾄ
/2013)

2013/7/15

昭和40年前後に苫小牧で砂鉄の試掘
を「北海道工業」という会社が行ってい
たようだが、どこで試掘していたのか知
りたい。

図書館の資料からは試掘の位置を判断でき
るものを発見できなかった。
近現代の情報ということで、苫小牧市美術博
物館へ調査協力を依頼する。

博物館学芸員より該当年代の聞き取り調査
の記録と、当時の漁業権・試掘可能場所か
ら推測すると、現在の錦岡付近の海岸では
ないかという回答をいただく。

ただし美術博物館でも直接的な回答となる
資料はないということで、上記回答をお客様
へお伝えする。

図書館資料での回答できず。

苫小牧市美術博物館に協力を依頼し回答。

2013/7/19

昭和35～36年ごろに中学校の音楽の
教科書に載っていたらしい「ほととぎ
す」という歌を探している。
歌詞・譜面が載っている本はあるか？

図書館資料から候補と思われる歌を絞り込
むが、詳細内容は確認できず。
自館の資料では歌詞・譜面の確認が出来な
いため、北海道立図書館に協力を依頼す
る。

北海道立図書館資料のうち、お探しの情報
が載っていると思われる資料を借受けて回
答した。

「音楽教科書掲載作品10000」 （760.3 ｵ）

以下は道立図書館所蔵資料
・『世界唱歌集』（野ばら社　1957）
・『ポピュラー混声合唱曲集』（東京音楽書院　1954
年）
・『放送名歌150曲集』（共同音楽出版社　1956）

2013/7/27
苫小牧工業高等学校が末広町から高
丘に移転した日付を知りたい。

昭和58（1983）年10月4～6日にかけて移転。
初授業は6日から。竣工9月30日。

「創立七十周年記念」（HT376.4/ｿ）ｐ99

こんなレファレンスがありました
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2013/12/1
本郷新が作った「緑の環」がどこにある
のか知りたい。

市内に５体設置されている。

・市役所前の広場
・国道36号線沿いの字美沢
・国道36号線字樽前
・苫小牧駅前広場
・国道235号線沿いの字静川

「苫小牧再発見!!」（HT211.7/ﾄ）p19

2013/12/18

大平洋戦争の沖縄戦で、北海道出身
者の死者が地元の人に続いて多いと
聞いたが、その根拠となる資料はある
か。

沖縄戦で戦闘した第二十四師団の歩兵第
八十九連隊に、北海道の出身者が多くいた
という記述がある。

「北の兵隊」(HR ｼ)p308-
「旭川第七師団」(H396.2)p246,p282
「最強師団の宿命」（Ｈ396.2 ｻ）p253-

2014/1/18
石川啄木が王子製紙について書いた
「落葉籠」が載っている雑誌はあるか？

北海道立図書館に所蔵されている「北海道
林業會報」に収録されている。
雑誌記事検索で「落葉籠」と入力するとヒッ
ト。

「北海道林業會報」第8巻　1910年

2014/3/16
「手土産」のことを昔、「つと」と呼んでい
たそうですが、漢字は「土産」のままで
よいのか？

藁や葦で包んだものを「苞・苞苴（つと）」とい
う。
旅行用に準備した食料を入れたりしたほか、
出先への贈り物を包んだり、帰りに土産をい
れたりしたので、転じて土産物をいうようにも
なった。
漢字は上記のとおり。

「日本大百科全書」(031/ﾆ）
「難読語辞典」(811.2/ﾅ）

2014/3/20
三光町にあった岩倉スケートリンクの
外観写真ないか？

外観の写真そのもの、または掲載されてい
る資料は見つけられなかった。

施設名称は「岩倉体育館」で、現在のステイ
横にあった。
リンク内で撮影された写真が掲載されている
資料は所蔵があったが、外観を写したもの
は発見できず。

「岩倉アイスホッケー部史」（HT784.7/ｲ）

※このレファレンス事例・回答内容は受付当時のものとなっています。
　情報の更新、新資料の発行により、回答内容や使用資料が適切でなくなることもありますのでご留意ください。
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